
◆主な記事◆
◎さざんかねっとが変わります ……１面

◎期日前投票制度 ……………………８面

◎「男女共同参画社会をめざす杉並区行
　動計画」を改定 ……………………８面

平成１6年  � ／ �� �������
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〈表２　抽選申込の流れ〉
内容申込区分日付

・集会室などは５件（ホールは１件）まで申し込めます。
・最初に地域（左上図）を選び、その中の施設を申し込めます
（ホールは地域限定なし）。

・地域の設定は、この期間内であれば変更できます。

１次抽選申込期間
（申込締切後に自
動抽選）

１～７日
使
用
日
の
２
カ
月
前（
ホ
ー
ル
は
７
カ
月
前
）の
月

・当選して使用する分は、必ずこの期間内に確定の入力を行っ
てください。忘れると当選分が無効になります。

１次抽選当選分利
用確定期間８～１２日

・申込地域の限定なし。
・集会室などの申し込みは５件まで。ただし、１次抽選で落選
した場合、その落選件数を足して申し込めます（例＝１次抽
選で３件落選した場合、２次抽選に８件の申し込みが可能）。
・ホールは、１次抽選で落選した方または１次抽選に申し込ん
でいない方のみ１件申し込みできます。

２次抽選申込期間
（申込締切後に自
動抽選）

１３～１９日

・当選して使用する分は、必ずこの期間内に確定の入力を行っ
てください。忘れると当選分が無効になります。

２次抽選当選分利
用確定期間２０～２４日

・空き枠申込に先立って、施設の申し込み状況をお知らせする
期間です。空き状況を確認できます。空き状況の案内期間２５・２６日

・件数制限はありませんが、多くの方が利用できるよう、必要
最小限の件数にとどめてください。

空き枠申込期間
（先着順）

２７日～
使用日前日

直接施設窓口へ使用日当日

○１
 

抽
選
申
込
方
法
の
変
更

　

今
ま
で
月
に
一
回
行
っ
て
い

た
抽
選
を
、
二
回
に
分
け
て
行

い
ま
す
。
一
次
抽
選
は
地
域
で

の
活
動
を
優
先
す
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
設
定
し
た
地
域
（
左

図
）
で
の
抽
選
、
二
次
抽
選
は

今
ま
で
ど
お
り
、
す
べ
て
の
地

域
の
抽
選
対
象
施
設
を
選
択
で

き
ま
す
。
抽
選
申
込
の
流
れ
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

一
次
抽
選
の
時
に
設
定
さ
れ

て
い
る
地
域
は
、
さ
ざ
ん
か
ね

っ
と
の
登
録
（
変
更
）
を
し
た

施
設
が
含
ま
れ
る
地
域
で
す
。

こ
れ
は
一
次
抽
選
申
し
込
み
前

で
あ
れ
ば
シ
ス
テ
ム
上
で
変
更

で
き
ま
す
。
最
初
に
選
択
し
た

地
域
以
外
の
施
設
を
利
用
す
る

場
合
は
、
二
次
抽
選
以
降
の
申

込
方
法
で
利
用
で
き
ま
す
。

○２
 

同
一
枠
に
複
数
申
し

込
み
す
る
こ
と
の
制
限

　

今
ま
で
は
、
抽
選
申
込
時
に

同
一
枠
に
複
数
の
申
し
込
み
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
同
一
枠
に
は
一
つ
の

申
し
込
み
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

○３
 

利
用
目
的
の
見
直
し

　

施
設
利
用
者
に
対
す
る
周
辺

住
民
の
苦
情
や
隣
室
へ
の
影
響

を
配
慮
し
、
利
用
形
態
（
音
・

動
き
の
大
小
）
に
よ
っ
て
利
用

目
的
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
使
用
で
き
て
い
た
の

に
使
え
な
く
な
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

利
用
種
目
一
覧
に
当
て
は
ま

ら
な
い
場
合
は
、
音
・
動
き
の

大
小
な
ど
で
判
断
し
、
利
用
目

的
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

○４
 

続
き
部
屋
の
一
体
申

し
込
み

　

今
ま
で
は
別
々
の
申
し
込
み

だ
っ
た
続
き
の
部
屋
が
、
一
体

で
申
し
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
続
き
の
部
屋
の
一
室
の
み

の
単
独
利
用
と
、
一
体
利
用
と

で
利
用
目
的
を
分
け
ま
し
た
の

で
、
大
き
な
音
が
出
る
よ
う
な

場
合
は
一
体
利
用
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
や
利
用
種
目
一
覧
に
つ

い
て
は
、区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
）、５

月
中
に
各
団
体
代
表
者
・
個

人
利
用
者
へ
郵
送
予
定
の
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
 

・ 

表
３
の
と
お
り 

当

日
、
直
接
会
場
へ

時

場

申

〈表３　さざんかねっと説明会〉
時間開催日会場の地域区民センター

午前１０時～、午後２時～５月２４日（月）高井戸（高井戸東３‐７‐５）
午前１０時～、午後２時～　　２６日（水）井　草（下井草５‐７‐２２）
午後２時～、７時～

　　２７日（木）
西　荻（桃井４‐３‐２）

午前１０時～、午後２時～荻　窪（荻窪２‐３４‐２０）
午前１０時～、午後２時～阿佐谷（阿佐谷南１‐４７‐１７）
午前１０時～　　２７日（木）永福和泉（和泉３‐８‐１８） 午前１０時～　　２９日（土）
午後７時～　　２８日（金）高円寺（セシオン杉並／

梅里１‐２２‐３２） 午前１０時～　　２９日（土）

６月申込分（集会室は８月利用分・ホー

ルは１７年１月利用分）から、さざんかね

っとの申込方法を変更します。主な変更

点は以下のとおりです。

――問い合わせは、地域課へ。

〈抽選申込の地域〉

施設地域

○１ 井草地域区民センター○２ 四宮区民集会所○３ 
八成区民集会所○４ 下井草会議室○５ 清沓中通会
議室

１　井草

○６ 杉並会館○７ 西荻地域区民センター併設勤労
福祉会館○８ 西荻南区民集会所○９ 上荻窪会議室
○１０ 上井草会議室○１１ 井草社会教育会館

２　西荻

○１２ 荻窪地域区民センター○１３ 本天沼区民集会所
○１４ 天沼会議室○１５ 荻窪会議室３　荻窪

○１６ 産業商工会館○１７ 阿佐谷地域区民センター○１８ 
梅里区民集会所○１９ 高円寺北会議室○２０ 阿佐谷会
議室○２１ 成田会議室

４　阿佐谷

○２２ セシオン杉並○２３ 和田区民集会所○２４ 高円寺会
館○２５ 和田堀会館○２６ 和田会議室○２７ 堀ノ内松ノ木
会議室○２８ 高円寺中央会議室○２９ 馬橋会議室

５　高円寺

○３０ 高井戸地域区民センター○３１ 上高井戸区民集
会所○３２ 久我山会館○３３ 浜田山会館○３４ 宮前会議室
○３５ 高井戸会議室○３６ 浜田山会議室

６　高井戸

○３７ 永福和泉地域区民センター○３８ 方南区民集会
所○３９ 下高井戸区民集会所○４０ 方南会館・方南和
泉会議室○４１ 下高永福会議室○４２ 桜上水北会議室

７　永福和泉

※ゆう杉並（児童青少年センター・男女平等推進センター）、あん
さんぶる荻窪、児童館、科学館は空き枠申込からの利用となり
ますので、抽選申込からは除かれます。

※「さざんかねっと」とは…インタ
ーネット、各地域区民センターな
どに設置されているタッチパネル
式パソコン、携帯電話（インター
ネット）、電話（自動音声応答式）
を使い、集会室や会議室、ホール
などの利用申し込みができる仕組
みです（事前に利用者登録が必要
です）。

〈表１　一次抽選の地域別施設一覧〉

〈一次抽選申込の地域〉

変わります！！
がが

変わります！！
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●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　○５ 性別

○６ 電話番号

（原則１人１枚）

記

入

例

日
本
フ
ィ
ル 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

　

ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
指
揮
者
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
曲
を
仕
上
げ
て
い
く
過
程
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１１

正
午
（　

時　

分
開
場
） 

セ

１０

４５

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

） 

▽
出
演
＝
マ
ル
テ
ィ
ン
・

３２ジ
ー
ク
ハ
ル
ト
（
指
揮
）、
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

（
管
弦
楽
）
▽
曲
目
＝
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
＝
交
響
曲
第
８
番「
ザ
・

グ
レ
ー
ト
」（
予
定
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

文
化
･

交
流
課 

○１
 

就
学
前
の
お
子
さ

ん
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

○２
 

開
演
後
の
入
場
は
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

天
文
の
夕
べ

◇
観
望
会
・
ニ
ー
ト
す
い
星
・
お

お
ぐ
ま
座
二
重
星
ミ
ザ
ー
ル

　

日
没
後
、
西
の
空
に
も
や
っ

と
し
た
固
ま
り
（
ニ
ー
ト
す
い

星
）
が
見
え
ま
す
。
ミ
ザ
ー
ル

は
、
肉
眼
で
は
ひ
と
つ
に
し
か

見
え
ま
せ
ん
が
、
望
遠
鏡
で
見

る
と
二
つ
に
分
離
す
る
楽
し
い

星
で
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
６
時　

２２

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

 

一
四
〇
名
（
先
着
順
） 

雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
「
天
文
の
話
」
を

時

場

内

費

申

問

他

時
定

他

し
ま
す

◇
特
別
観
望
会
・
ニ
ー
ト
と
リ

ニ
ア
す
い
星

　

５
月
の
下
旬
か
ら
リ
ニ
ア
す

い
星
も
見
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

　

日
は
日
没
後
一
時
間
ほ
ど
、

２９西
の
空
で
二
つ
の
す
い
星
が
同

時
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２９

９
時 

午
後
５
時
の
時
点
で
雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
投
影
も
あ

り
ま
せ
ん

☆

　
 

科
学
館
（
清
水
３
―
３
―

　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

１３学
の
小
学
四
年
生
以
上
の
方

（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

科
学
館
�
３
３
９
６
‐
４
３

９
１

食
と
住
ま
い
の
ふ
れ
あ

い
広
場
―
ク
イ
ズ
に
答
え

て
マ
イ
バ
ッ
グ
が
当
た
る
！

　
 

６
月
１
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時
（
小
雨
決
行
・
雨
天

順
延
） 

区
役
所
前
広
場
（
青

梅
街
道
側
） 

○１
 

食
品
衛
生
＝

食
中
毒
の
予
防
方
法
（
手
洗
い

実
験
コ
ー
ナ
ー
・
食
品
衛
生
協

会
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
）
○２
 

栄
養
＝
栄
養
バ
ラ
ン
ス

と
衛
生
を
確
保
し
た
健
康
な
食

生
活
（
新
食
生
活
指
針
・
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
推
奨
店
の
紹

介
）
○３
 

環
境
衛
生
＝
快
適
住
ま

時
他

場
対

費

申

問
時

場

内

い
の
豆
知
識
（
ダ
ニ
の
顕
微
鏡

観
察
と
発
生
予
防
・
室
内
の
揮

発
性
化
学
物
質
へ
の
対
処
法
・

目
で
見
る
正
し
い
換
気
方
法
）

○４
 

食
と
住
ま
い
の
ク
イ
ズ 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
保
健

所
生
活
衛
生
課
食
品
衛
生
広
域

班
�
３
３
９
１
‐
１
９
９
１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
in

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 

６
月
５
日
�
・
６
日
�
／

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
３

１０

時 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸 

募
集
区
画
＝
各
一
四
区
画

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業

者
は
不
可
） 

一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

に
参
加
希
望
日
も
書
い
て
、
５

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ

２０
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３

１
‐
４
３
６
０
（
水
・
木
曜
休

館
） 

車
で
の
搬
出
入
・
来
場

は
で
き
ま
せ
ん

大
宮
さ
つ
き
の
会
展
示
会

　

区
内
在
住
・
在
勤
の
さ
つ
き

愛
好
家
に
よ
る
展
示
会
で
す
。

（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
〜
６
月
１
日

２２

�
午
前
６
時
〜
午
後
６
時 

大

宮
八
幡
宮（
大
宮
２
―
３
―
１
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

杉
並
大
宮
さ
つ
き
の
会
・
石

井
�
３
３
２
１
‐
６
６
７
３ 申

問

時場内
対

費

申

問
他

時

場

費

申

問

●
み
る
☆
き
く
☆
あ
そ
ぶ
！

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

歌
の
散
歩
道　

大
和
田

り
つ
子
コ
ン
サ
ー
ト

　

童
謡
「
り
ん
ご
の
ひ
と
り
ご

と
」
か
ら
金
子
み
す
ゞ
ま
で
、

歌
と
お
話
で
お
く
る
童
謡
の
世

界
で
す
。（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２１

８
時　

分 

勤
労
福
祉
会
館

３０

（
桃
井
４
―
３
―
２
） 

幼
児
・

小
学
生
と
保
護
者 

大
人
二
〇

〇
〇
円
、
幼
児
・
小
学
生
一
五

〇
〇
円（
当
日
券
三
〇
〇
円
増
）

 

・ 

電
話
で
、
子
ど
も
文
化

Ｎ
Ｐ
Ｏ　

Ｍ
・
Ａ
・
Ｔ
�
３
３

９
７
‐
５
１
５
２
へ

●
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く

る
運
動 

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
４

　

一
枚
の
毛
布
が
ア
フ
リ
カ
の

難
民
の
命
を
救
い
ま
す
。
不
要

な
毛
布
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１６

１０

午
後
２
時　

分 

杉
並
第
十
小

３０

学
校
校
庭（
和
田
３
―　

―　

、

５５

４９

雨
天
時
は
体
育
館
） 

毛
布
の

回
収
・
展
示
、
ユ
ニ
セ
フ
ほ
か

の
平
和
活
動
紹
介
、
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、

子
ど
も
広
場
ほ
か 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

杉
並
明
る
い
社
会

づ
く
り
の
会
�
３
３
８
２
‐
２

４
０
１
（
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
） 

○１
 

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
○２
 

汚
れ
の
ひ
ど
い

毛
布
、
小
さ
い
毛
布
、
綿
毛
布
、

コ
タ
ツ
用
毛
布
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
○３
 

久
我
山
中
央
緑
地
（
久

我
山
３
―　

―　

）
で
も
受
け

２５

２１

付
け
ま
す
（
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時
／
問
い
合
わ
せ
＝
楢
原
�

時

場

対

費

申

問
時

場

内
申

問

他

０
８
０
‐
５
４
３
２
‐
３
５
６

７
／
当
日
の
み
）
○４
 

回
収
は
５

月　

日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

３０
す
。
同
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い美
の
仕
事
―
女
た
ち
の

ラ
ン
ウ
ェ
イ
展

　

ア
ー
ト
の
分
野
で
プ
ロ
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
る
、
女
子

美
術
大
学
の
卒
業
生
の
活
動
記

録
と
作
品
展
示
で
す
。（
区
後

援
）

　
 

５
月　

日
�
〜　

日
�
午

１７

２９

前　

時
〜
午
後
５
時
（
日
曜
休

１０
館
） 

女
子
美
術
大
学
杉
並
キ

ャ
ン
パ
ス
内
ガ
レ
リ
ア
ニ
ケ

（
和
田
１
―　

―
８
） 

無
料

４９

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

女
子

美
術
大
学
同
窓
会
�
３
３
８
１

‐
１
５
０
０

●
杉
並
区
謡
曲
連
盟 

春
の 
謡 
と
仕
舞
の
大
会

う
た
い

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２３

１０

午
後
５
時　

分
（
区
共
催
） 

３０

杉
並
能
楽
堂
（
和
田
１
―　

―
５５

９
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

同
連
盟
・
羽
生
�
３
３

９
２
‐
３
５
２
６

●
杉
並
短
歌
連
盟 

夏
の
歌
会

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２６

５
時
（
区
共
催
） 

セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

２２

３２

公
募
作
品
の
発
表
と
講
評 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

◇
作
品
募
集

　
 

ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）に

未
発
表
作
品
一
首
を
書
い
て
、

５
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

２５

に
杉
並
短
歌
連
盟
・
木
村
博
夫

（
〒　

‐
０
０
０
１
阿
佐
谷
北

１６６

１
―　

―　

）
へ 

同
連
盟
・

１３

１５

木
村
�
３
３
３
９
‐
６
６
４
５

時
場

費

申

問

時

場

費

申

問
時

場

内
費

申申

問

き
こ
え
の 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
演
会

　

き
こ
え
が
悪
く
な
る
と
感

じ
る
不
便
や
不
自
由
を
解
決

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。
き
こ
え

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
障
壁
除

去
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

光
や
振
動
な
ど
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
機
器
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

６
月
６
日
�
午
後
１
時

　

分
〜
４
時　

分 

荻
窪
地

３０

３０

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
２

―　

―　

） 

バ
リ
ア
フ
リ

３４

２０

ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岩
渕

紀
雄 

八
〇
名 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
区

手
話
通
訳
者
連
絡
会
・
渡
辺

�
・　

３
３
３
１
‐
４
３
８

FAX

１ 

要
約
筆
記
通
訳
と
手
話

通
訳
が
つ
き
ま
す

全
身
性
障
害
者
の
移
動

介
護
従
業
者
（
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
）
養
成
講
座

　

支
援
費
制
度
が
始
ま
り
、

障
害
者
の
移
動
介
護
を
す
る

に
あ
た
っ
て
の
従
事
者
の
要

件
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

区
で
は
都
の
指
定
を
受

け
、
移
動
介
護
従
業
者
の
養

成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
全

課
程
出
席
の
方
に
は
修
了
証

明
書
が
で
ま
す
。

　
 

・ 

○１
 

６
月　

日
�
午

２５

前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
＝

３０

時

場

師

定

費

申

問

他時

内

障
害
者
（
児
）
福
祉
の
制
度

と
サ
ー
ビ
ス
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
の
制
度
と
業
務
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
概
論
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
職
業
倫
理

な
ど
○２
 
　

日
�
午
前
９
時
〜

２６

午
後
５
時
＝
全
身
性
障
害
者

の
疾
病
・
障
害
の
理
解
、
移

動
介
護
の
基
礎
知
識
、
障
害

者
（
児
）
の
心
理
な
ど
○３
 
　
２８

日
�
〜
７
月
２
日
�
の
う
ち

一
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
＝
演
習
（
基
礎
的
な
介
護

技
術
、
移
動
介
護
の
方
法
）

○４
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１７

１０

　

時
＝
修
了
証
明
書
授
与
な

１１ど 

○１
 

○２
 

○４
 

＝
障
害
者
福
祉

会
館
○３
 

＝
区
立
身
体
障
害
者

通
所
施
設 

研
修
終
了
後
、

事
業
所
に
登
録
の
う
え
、
区

の
障
害
者
の
移
動
介
護
業
務

に
従
事
で
き
る
方 

二
五
名

（
抽
選
） 

無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
、実
習
に
関
わ
る
食
費
、

交
通
費
な
ど
は
実
費
） 

往

復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

に
生
年
月
日
・
職
業
も
書
い

て
、
６
月
４
日
（
必
着
）
ま

で
に
障
害
者
福
祉
会
館
養
成

講
座
担
当
（
〒　

‐
０
０
７

１６８

２
高
井
戸
東
４
―　

―
５
）

１０

へ 

障
害
者
福
祉
会
館
�
３

３
３
２
‐
６
１
２
１

●
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

高
次
脳
機
能
障
害
を 

知
っ
て
い
ま
す
か

　

高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、

脳
血
管
疾
患
や
交
通
事
故
な

場

対

定

費

申

問

ど
で
脳
に
損
傷
を
受
け
、
思

考
・
記
憶
力
や
判
断
力
の
低

下
、
言
語
障
害
な
ど
の
症
状

が
起
き
た
状
態
の
こ
と
で

す
。
こ
の
障
害
は
外
見
か
ら

わ
か
り
に
く
く
、
自
覚
す
る

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
家
族

も
と
ま
ど
い
、
生
活
上
の
ト

ラ
ブ
ル
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
高
次
脳

機
能
障
害
を
理
解
し
、
関
わ

り
や
対
応
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
本
人
・
家
族
・
関
係
者

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時

２９

　

分
〜
４
時　

分 

杉
並
保

３０

４５

健
所
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

 

・ 

○１
 

講
演
（
都
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
副
院

長
・
本
多
哲
三
）
○２
 

懇
談
会

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
５

月　

日
ま
で
に
障
害
者
福
祉

２８
会
館
�
３
３
３
２
‐
６
１
２

１
へ

●
医
療
講
演
会 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
知
識

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時

２３

〜
３
時
（
区
後
援
） 

高
井

戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高

井
戸
東
３
―
７
―
５
） 

都

立
神
経
病
院
神
経
内
科
・
横

地
房
子 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

杉
並
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
友
の
会
・
片
山
�
３

３
３
３
‐
３
１
６
０
、
平
岩

�
３
３
９
０
‐
１
３
８
０

時

場

内

師

費

申

問

時

場
師

費

申

問

障 害

難 病
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１6（２００4）年�月��日（火曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

小
千
谷
フ
ェ
ア

　

魚
沼
産
こ
し
ひ
か
り
米
な
ど

新
潟
県
小
千
谷
市
の
特
産
品
を

販
売
し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
正
午
〜
午
後

２３

３
時 

小
千
谷
学
生
寮
駐
車
場

（
井
草
４
―　

―　

） 

当
日
、

１６

２３

直
接
会
場
へ 

�
小
千
谷
市
産

業
開
発
セ
ン
タ
ー
�
０
２
５
８

‐
８
３
‐
４
８
０
０

●
区
民
科
学
教
室 

園
芸
教
室

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
４
時 

科
学
館 

草
花
の

育
て
方
・
夏
野
菜
づ
く
り 

都

立
農
芸
高
校
・
佐
々
木
希
彰
、

片
山
南
美
子 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 

四
〇
名
（
抽

選
） 

五
〇
〇
円
（
材
料
費
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

参
照
）
で
、
５
月　

日
（
必
着
）

２７

ま
で
に
科
学
館
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
３
清
水
３
―
３
―　

）
へ 

１３

同
館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

●
音
楽
合
唱
講
座 

オ
ラ
ト
リ
オ
の
合
唱
曲
を

楽
し
む
た
め
に

　

ハ
イ
ド
ン
作
曲「
天
地
創
造
」

を
題
材
に
、「
講
話
」
と
「
合
唱

曲
の
練
習
」
で
楽
し
み
方
を
学

び
ま
す
。

　
 

６
月
８
日
・　

日
・　

日
・

１５

２２

　

日
、７
月　

日
／
い
ず
れ
も
、

２９

１３

火
曜
日
の
午
後
６
時　

分
〜
８

３０

時　

分 

勤
労
福
祉
会
館
（
桃

３０
井
４
―
３
―
２
） 

音
楽
学
者
・

金
沢
正
剛
、
声
楽
家
・
須
�
由

紀
子 

八
〇
名
（
抽
選
） 

五

〇
〇
〇
円
（
五
回
分
） 

往
復

ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）

時
場

申

問

時

場

内

師

対
定

費

申

問

時

場

師

定

費
申

で
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２９

に
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

（
〒　

‐
０
０
４
３
上
荻
３
―

１６７

　

―
５
杉
並
会
館
内
）
へ 

同

２９係
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば 

高
井
戸
の
講
座

◇
○１
 

自
転
車
の
お
手
入
れ
○２
 

自

転
車
の
パ
ン
ク
の
直
し
方

　
 

５
月　

日
�
○１
 

午
前　

時

２３

１０

　

分
〜　

時　

分
○２
 

午
後
１
時

３０

１１

３０

〜
２
時
、
２
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分 

○１
 

一
〇
名
○２
 

各
五
名 

電

話
で
、
同
ひ
ろ
ば
ヘ
（
先
着
順
）

◇
裏
地
で
作
る
花
び
ら
あ
そ
び

　

裏
地
か
ら
花
の
形
の
コ
ー
ス

タ
ー
や
壁
掛
け
を
作
り
ま
す
。

　
 

６
月
１
日
・　

日
・　

日
、

１５

２９

７
月
６
日
／
い
ず
れ
も
、
火
曜

日
の
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
（
計
四
回
） 

二
〇
名
（
抽

選
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
で
、
５
月　

日
２０

（
必
着
）
ま
で
に
同
ひ
ろ
ば
ヘ

☆

　
 

無
料 

・ 

同
ひ
ろ
ば

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
�
３
３
３
１
‐
４

３
６
０
／
水
・
木
曜
休
館
）

●
携
帯
電
話
教
室 

携
帯
電
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

携
帯
電
話
の
使
い
方
、
メ
ー

ル
の
送
受
信
な
ど
を
、
モ
デ
ル

機
を
使
い
練
習
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

正
午 

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

６０

 

三
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
で
、
５
月　

日
（
必
着
）

１８

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
箒
の
会

杉
並
支
部
・
高
桑
義
博（
〒　

‐
１６６

０
０
１
２
和
田
２
―　

―
３
）

２１

問

時定

申

時

定

申
費

場

問

時
場

対定

費

申

へ 

同
支
部
・
高
桑
�
３
３
８

３
‐
９
８
８
８

●
講
演
会 

介
護
保
険
制
度
と
施
設
に

お
け
る
高
齢
者
介
護

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時　

２２

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
二
会

議
室
（
荻
窪
５
―　

―　

） 

１５

１３

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
三
南

陽
園
長
・
島
�
隆
太
郎 

三
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
す
ぎ
な

み
環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
祉

分
科
会
�
３
３
９
５
‐
５
２
０

１　

３
３
９
５
‐
５
２
１
８

FAX
●
家
族
介
護
教
室 

住
宅
改
修
の
コ
ツ

　

介
護
す
る
人
も
さ
れ
る
人
も

使
い
や
す
く
身
体
に
や
さ
し

い
、
住
宅
改
修
の
仕
組
み
と
流

れ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２４

４
時 

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

 

一
級
建
築
士
・
赤
堀
祐
子 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方 

三
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
阿

佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３

３
８
‐
８
６
３
０
へ
（
先
着
順
）

●
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

さ
ん
あ
い
サ
ー
ビ
ス 

基
礎
介
護
講
座

　
 

６
月
３
日
�
・
４
日
�
／

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４

時 

荻
窪
ふ
れ
あ
い
の
家
（
荻

窪
２
―　

―
３
） 

講
義
＝
お

２９

年
寄
り
の
か
か
り
や
す
い
病

気
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

▽
実
技
＝
体
位
変
換
・
寝
衣
交

換
・
移
動
・
車
い
す
介
助
・
食

事
介
助
・
清
潔
・
お
む
つ
交
換

な
ど 

両
日
参
加
で
き
る
方
で

問時

場師

定

費

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

時場

内

対

地
域
の
助
け
合
い
の
た
め
に
学

び
た
い
方 

二
〇
名（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
に
申
込
理
由
も
書

い
て
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま

２５

で
に
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

さ
ん
あ
い
サ
ー
ビ
ス
係（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―　

あ

１５

１３

ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
五
階
）
へ 

同
係
�
５
３
４
７
‐
３
１
３
１

●
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
・
自
主

グ
ル
ー
プ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
共
同
事
業 

幼
児
期
の
親
子
関
係
に

つ
い
て

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時　

２１

１０

３０

分
〜
正
午 

高
井
戸
児
童
館

（
高
井
戸
西
２
―
５
―　

） 
１０

立
教
女
学
院
短
期
大
学
・
畠
中

徳
子 

区
内
在
住
の
子
育
て
中

の
親 

四
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ

（
先
着
順
） 

託
児
あ
り
（
八

名
・
先
着
順
）

●
す
ぎ
な
み
環
境
学
習 

環
境
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
グ
ル
ー
プ
討
議
）
で
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
知
識
を
身
に
つ

け
、
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地

域
か
ら
「
地
球
環
境
」
を
改
善

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
自
主
研

究
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第

一
〜
三
教
室
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

）
ほ
か 

区
内
在
住
・
在
勤
・

１３在
学
で
環
境
に
興
味
の
あ
る　
１８

歳
以
上
の
方 

三
〇
名（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
）
で
、
５
月　

日
２１

（
必
着
）
ま
で
に
環
境
課
環
境

都
市
推
進
担
当
へ 

同
課 

託

児
あ
り
（
３
歳
〜
就
学
前
）

定

費

申

問

時

場

師

対定

費

申

問

他

時

内

師

場

対
定

費

申

問

他

●
生
活
習
慣
改
善
教
室 

み
が
い
て
い
る
の
に

「
歯
周
病
」？

　
 

・ 

・ 

○１
 

６
月
３
日
�

＝
歯
周
病
と
は
ど
ん
な
病
気
・

予
防
と
治
療
（
荻
窪
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
歯
科
医
師
・
本
間

敏
道
）
○２
 

９
日
�
＝
か
ん
で
守

ろ
う
歯
と
歯
ぐ
き（
試
食
あ
り
）

／
い
ず
れ
も
、
午
後
２
時
〜
４

時 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻

窪
５
―　

―
１
） 

区
内
在
住
・

２０

在
勤
の
方 

三
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
荻
窪
保
健
セ

ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１

５
へ
（
先
着
順
）

●
生
活
習
慣
改
善
教
室 

楽
し
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
！

　
 

・ 

・ 

○１
 

５
月　

日
＝

２４

自
分
に
あ
っ
た
体
重
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
知
る
！
（
阿
佐
谷
ク
リ

ニ
ッ
ク
医
師
・
大
川
清
）
○２
 
　
３１

日
＝
た
め
し
て
！
あ
な
た
の
体

脂
肪
を
燃
や
し
ま
し
ょ
う
（
健

康
運
動
指
導
士
・
鹿
島
鈴
香
）

時

内

師

場

対

定

費

申

問
時

内

師

○３
 

６
月
７
日
＝
し
っ
か
り
食
べ

る
ダ
イ
エ
ッ
ト
／
い
ず
れ
も
、

月
曜
日
の
午
前
９
時　

分
〜　

３０

１１

時　

分 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

３０
（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

区
内
在

２０

住
・
在
勤
で　

歳
未
満
の
方 

６０

三
五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

１
‐
０
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

●　

代
・　

代
男
性
の
た
め

５０

６０

の
健
康
講
座 

若
さ
を
保
ち
も
っ
と
素

敵
に
い
き
い
き
と

　
 

・ 

○１
 

５
月　

日
＝
自
分

２５

の
か
ら
だ
を
自
己
分
析
・
若
さ

を
保
つ
生
活
の
コ
ツ
○２
 

６
月
１

日
＝
男
の
自
立
は
食
の
自
立
か

ら
〜
健
康
を
保
つ
食
事
づ
く

り
、調
理
実
習「
お
ふ
く
ろ
の
味

に
挑
戦
」
○３
 

８
日
＝
素
敵
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
〜
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
楽
し
く
地
域

を
探
索
○４
 
　

日
＝
実
践
！　

歳

２９

５０

か
ら
男
の
お
し
ゃ
れ
を
磨
く
／

い
ず
れ
も
、
火
曜
日
の
午
前　
１０

時
〜
正
午
（
計
四
回
・
�
の
み

場

対

定

費

申

問

時

内

時
間
延
長
の
可
能
性
あ
り
） 

○１
 

○３
 

○４
 

＝
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
和
泉
４
―　

―
６
）、○２
 

＝
永

５０

福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
和
泉
３
―
８
―　

） 

区
内

１８

在
住
・
在
勤
の　

歳
代
〜　

歳

５０

６０

代
の
男
性
で
な
る
べ
く
全
回
参

加
で
き
る
方 

二
五
名 

三
〇

〇
円
程
度
（
材
料
費
） 

・ 

電
話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ（
先

着
順
）

●
「
杉
並
ほ
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
連
続
講
座 

私
た
ち
の
中
の
戦
争

　
 

・ 

・ 

○１
 

６
月
５
日
＝
戦

争
と
民
衆
の
生
活
（
千
葉
大
学

名
誉
教
授
・
若
桑
み
ど
り
）○２
 
　
１２

日
＝
戦
争
と
子
ど
も
（
元
朝
日 場

対

定

費申

問

時

内

師

新
聞
記
者
・
坂
本
龍
彦
）○３
 
　

日
２６

＝
戦
場
の
女
性
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
川
田
文
子
）○４
 

７
月
３
日

＝
戦
争
と
兵
士
た
ち（
歴
史
家
・

藤
井
忠
俊
）
／
い
ず
れ
も
、
土

曜
日
の
午
後
２
時
〜
５
時
（
１

時　

分
開
場
・
区
後
援
） 

高

４０
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高

井
戸
東
３
―
７
―
５
） 

各
七

〇
名
（
抽
選
） 

各
回
六
〇
〇

円
、
四
回
分
二
〇
〇
〇
円
（
資

料
代
） 

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
２
面
記
入
例
参
照
）

に
参
加
希
望
日
も
書
い
て
、
５

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

３１
杉
並
歴
史
を
語
り
合
う
会
・
山

本
（
〒　

‐
０
０
７
４
上
高
井

１６８

戸
２
―
４
―　

―　
　

５
９
３

２４

３０２
FAX

２
‐
８
６
６
５
）
へ 

同
会
・

山
本
�
５
９
３
２
‐
８
６
６
５

場
定

費

申

問

５
月　

日
は
民
生
委
員 

１２

・
児
童
委
員
の
日

　

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

福
祉
全
般
に
わ
た
る
地
域
の

相
談
役
で
、
児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
区
域
を
持
ち
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
相
談
な
ど
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
任
児

童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関

す
る
分
野
を
専
門
に
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
相
談
役
の
ほ
か
、
福

祉
事
務
所
や
児
童
相
談
所
な

ど
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
、
福
祉
施
策
に
つ

な
げ
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介

護
保
険
相
談
員
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
関
し
て
も
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
中
で
知
り
得

た
個
人
の
秘
密
厳
守
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、　

年　

月
１
日
で

１６

１２

委
員
の
一
斉
改
選
が
あ
り
、

一
部
委
員
の
交
代
が
あ
り
ま

す
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地

域
福
祉
係

問

〈環境リーダー養成講座〉
講　師内　容月　日

ＮＰＯ法人生態
教育センター
理事長
　小河原　孝生

開講式／環境問題の現状＝地球規模で起
きている環境問題６月９日

合意形成＝意見のまとめ方、問題解決の
ために何が重要かを抽出する方法など　　１６日

北里大学薬学部
助教授
漆原　敏之

生物にとって大切な「水」。実習を通して、
ふだん何気なく台所に流しているものが
水質悪化に影響していることを実感する

　　２３日

元ＮＨＫアナウ
ンサー・樹木医
松田　輝雄

野生動物の移動経路となるなど生態系維
持に大きな役割を果たしているグリーン
ベルト（連続したみどり）について

　　３０日

ＮＥＣ府中環境
管理推進センタ
ー　向達　壮吉

ゼロ・エミッション工場（ＮＥＣ府中事
業場）見学と、私たち区民ができること
（※現地集合・解散）

７月７日

東京都立大学大
学院教授
三上　岳彦

地球温暖化とヒートアイランド＝地球温
暖化と大都市におけるヒートアイランド
現象のメカニズムと急がれる対応

　　１４日

環境学習サポー
ターグループ研究発表／閉講式　　２１日

※時間はいずれも、水曜日の午後１時３０分～４時３０分。

�
子
育
て
支
援
の
相
談
風
景
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新
設
区
民
農
園
の
利
用
者

　
 

募
集
農
園
＝
井
草
区
民
農

園
（
井
草
３
―　

）
▽
利
用
期

１９

間
＝
８
月
初
旬
（
予
定
）
〜　
１７

年
２
月　

日
▽
利
用
区
画
＝
一

１５

世
帯
に
つ
き
一
区
画
（
約
一
〇

m
2
 

） 

区
内
在
住
（
住
民
登
録

し
て
い
る
方
）
で
、
耕
作
意
欲

が
あ
り
、
耕
作
で
き
る
土
地
を

持
た
な
い
世
帯
（　

年
〜　

年

１５

１７

の
区
民
農
園
利
用
者
と
し
て
既

に
当
選
し
て
い
る
方
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
） 

二
三
〇
区
画（
予

定
・
抽
選
） 

二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
に
「
井
草
区
民
農
園
利
用

希
望
」
と
明
記
し
生
年
月
日
も

書
い
て
、
５
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
生
活
経
済
課
都
市
農
業

係
へ 

同
係 

○1
 

申
し
込
み
は

一
世
帯
に
つ
き
一
通
に
限
り
ま

す
○2
 

他
人
の
名
義
を
借
り
る
な

ど
不
正
申
し
込
み
は
禁
止
で
す

●
区
民
企
画
講
座 

企
画
運
営
委
員

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の

講
座
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画

運
営
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
大
歓

迎
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、
杉
並
か
ら
文
化
を
発
信

し
ま
し
ょ
う
。

　
 

・ 

・ 

・ 

右
下
表
の
と

お
り 

各
一
五
名 

ハ
ガ
キ
、

フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は
メ
ー
ル（
２

内
対

定
費

申

問

他

時

場

内

対

定

申

面
記
入
例
参
照
）
に
希
望
す
る

企
画
講
座
名
も
一
つ
書
い
て
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

１８

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

�
３

２２

３２

３
１
７
‐
６
６
２
０
、
Ｅ
メ
ー

ルs
h
a
k
y
o
-c
@
c
ity
.s
u
g
i

n
a
m
i.lg
.jp

）へ 

同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

●
妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児
休

業
補
助
教
職
員 

採
用
候
補
者

　

都
内
公
立
学
校
の
教
員
な
ど

が
妊
娠
出
産
休
暇
や
育
児
休
業

を
と
っ
た
場
合
に
、
そ
の
代
わ

り
に
勤
務
す
る
教
職
員
の
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

職
種
・
資
格
＝
○1
 

教
員（
応

募
す
る
校
種
・
教
科
（
科
目
な

ど
）
の
教
諭
普
通
免
許
状
を
現

に
有
す
る
方
）○2
 

養
護
教
諭（
養

護
教
諭
普
通
免
許
状
を
現
に
有

す
る
方
）
○3
 

事
務
・
栄
養
士

（
事
務
は
学
校
事
務
な
ど
を
五

年
以
上
、
栄
養
士
は
免
許
を
有

問

対

し
、
学
校
栄
養
士
な
ど
の
三
年

以
上
の
勤
務
経
験
が
必
要
）
○4
 

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員
（
一
年

以
上
の
正
規
幼
稚
園
教
員
経
験

が
必
要
）
／
い
ず
れ
も
、
生
年

月
日
が
昭
和　

年
４
月
２
日
以

１９

降
の
方 

○1
 

〜
○3
 

＝
５
月　

日
１７

〜　

日
に
教
育
庁
人
事
部
選
考

２０
課
�
５
３
２
０
‐
６
７
８
７
へ

○4
 

＝
６
月
１
日
・
２
日
に
特
別

区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会
事
務
局
人
事
企
画
課
採

用
担
当
�
５
２
１
０
‐
９
７
５

１
へ
。
募
集
要
綱
は
教
育
委
員

会
指
導
室（
区
役
所
東
棟
六
階
）

に
あ
り
ま
す 

同
指
導
室

認
証
保
育
所
運
営
事
業
者

　
　

月
（
予
定
）
か
ら
認
証
保

１２
育
所
（
Ａ
型
）
を
運
営
す
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。
選
定
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
）
方
式

で
行
う
予
定
で
す
。

　
 

開
設
場
所
＝
京
王
井
の
頭

線
永
福
町
駅
ま
た
は
西
永
福
駅

の
改
札
口
か
ら
徒
歩
五
分
以
内

の
場
所

◇
説
明
会
の
開
催

　
 

５
月　

日 

午
前　

時
〜

１９

１０

 

職
員
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
成
田
東
４
―　

―　

） 

当

３６

１３

日
、
直
接
会
場
へ☆

　
 

保
育
課
公
募
担
当

● 
痴  
呆 
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ち 
ほ
う

ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り 

入
居
希
望
者

　

痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
ひ
ま
わ
り
で
は
、
お
お
む

ね
身
辺
自
立
が
可
能
な
痴
呆
の

状
態
に
あ
る
方
が
八
名
の
グ
ル

ー
プ
を
つ
く
り
共
同
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
入
居
の
希
望
や
相

談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

申

問

内時

（水）

場

申

問

　
 

・ 

浴
風
会
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
ひ
ま
わ
り
担
当
・
島
村
ま

た
は
中
山
（
高
井
戸
西
１
―　
１２

―
１
�
３
３
３
４
‐
２
６
１
７

／
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６

３０

時
）
へ

●
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家 

清
掃
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
堀
ノ
内
１
―　

―　

）
の
清

１６

３８

掃
▽
勤
務
日
な
ど
＝
週
二
日
、

午
後
４
時
〜
５
時　

分
▽
時
給

１５

＝
八
〇
〇
円
▽
募
集
人
数
＝
一

名 

・ 

電
話
で
、
大
宮
ふ
れ

あ
い
の
家
・ 
天  
谷 
�
５
３
７
７
‐

あ
ま 
や

７
０
２
５
へ

「
明
る
い
選
挙
啓
発 

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

作
品

　

選
挙
に
対
す
る
夢
や
希
望
を

ポ
ス
タ
ー
に
し
ま
せ
ん
か
？

　
 

明
る
く
楽
し
い
選
挙
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
も
の
▽
大
き
さ
の

基
準
＝
四
ツ
切
か
八
ツ
切
の
画

用
紙 

小
・
中
学
生
、
高
校
生

 

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１０

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
区

役
所
西
棟
八
階
）
へ
郵
送
ま
た

は
持
参 

作
品
の
裏
側
に
学
校

名
・
学
年
・
名
前
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

性
別
を
書
い
て
く
だ
さ
い

指
定
統
計
調
査
の 

同
時
実
施

　

６
月
１
日 

、
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

の
三
調
査
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
総
務
省
と
経
済

産
業
省
が
実
施
す
る
も
の
で
、

申

問

内申

問

内
対

申

他

（火）

全
国
の
民
営
の
事
業
所
す
べ
て

が
対
象
で
す
。
調
査
の
結
果
は

国
や
地
域
の
行
政
施
策
の
大
切

な
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各

事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

区
民
生
活
部
管
理
課
統
計

係ご
み
を
き
れ
い
に 

出
す
た
め
に

◇
折
り
た
た
み
式
ご
み
収
集
ボ

ッ
ク
ス
設
置
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

　

ご
み
集
積
所
で
は
カ
ラ
ス
な

ど
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
を
少

な
く
す
る
た
め
に
、
折
り
た
た

み
式
ご
み
収
集
ボ
ッ
ク
ス
の
実

験
的
な
設
置
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
設
置
で
き
る
の
は
、
地

域
で
集
積
所
の
管
理
が
き
ち
ん

と
で
き
、
通
行
の
邪
魔
に
な
ら

ず
、
収
集
作
業
に
影
響
の
な
い

集
積
所
で
す
。
設
置
を
希
望
す

る
集
積
所
の
管
理
代
表
者
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

５
月　

日
ま
で
に
清

２５

掃
管
理
課
へ 

数
に
限
り
が
あ

り
ま
す

◇
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

ご
み
集
積
所
の
カ
ラ
ス
対
策

と
し
て
ポ
リ
バ
ケ
ツ
な
ど
の

「
容
器
出
し
」
や
「
カ
ラ
ス
ネ

ッ
ト
」
の
使
用
が
有
効
で
す
。

カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
は
、
ご
み
の
各

集
積
所
で
保
管
者
を
決
め
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
 

清
掃
管
理
課
、
杉
並
清
掃

事
務
所
�
３
３
９
２
‐
７
２
８

１
、
方
南
支
所
�
３
３
２
３
‐

４
５
７
１
、
杉
並
中
継
所
�
５

３
１
０
‐
４
８
１
１
、
高
円
寺

車
庫
�
３
３
１
７
‐
６
７
７
１
、

問申

問

他

申

高
井
戸
車
庫
�
３
２
４
７
‐
８

９
１
１
へ 

清
掃
管
理
課
ま
た

は
杉
並
清
掃
事
務
所

●
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪 

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

　
 

土
・
日
曜
、
祝
日
を
含
む

毎
日
。
た
だ
し
、
受
付
時
間
・

相
談
受
付
分
野
は
毎
日
異
な
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
三

階
（
荻
窪
５
―　

―　

） 

○1
 

１５

１３

環
境
（
み
ど
り
・
生
き
物
・
自

然
な
ど
）
○2
 

リ
サ
イ
ク
ル
（
ご

み
問
題
な
ど
）○3
 

消
費
生
活（
消

費
者
問
題
な
ど
） 

無
料 

・

 

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
�
３

３
９
８
‐
３
１
９
１
へ

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

よ
る
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律

（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」に
よ

る
解
体
工
事
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
５
月　

日 

〜　

日 

に

２４

２８

実
施
し
ま
す
。

　
 

建
設
工
事
の
規
模
基
準
＝

○1
 

建
築
物
の
解
体
工
事
＝
床
面

積
合
計
八
〇
�
以
上
○2
 

建
築
物

の
新
築
・
増
築
＝
床
面
積
合
計

五
〇
〇
�
以
上
○3
 

建
築
物
の
修

繕
、
模
様
替
え
な
ど
の
リ
フ
ォ

ー
ム
＝
請
負
代
金
一
億
円
以
上

○4
 

そ
の
他
工
作
物
に
関
す
る
工

事
＝
請
負
代
金
五
〇
〇
万
円
以

上 

建
築
課
監
察
係

住
居
表
示
の
実
態
調
査

　

５
月
中
旬
〜　

年
３
月
に
か

１７

け
て
、
高
円
寺
北
・
高
円
寺
南

の
地
域
で
住
居
表
示
の
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
居
表
示
の

状
況
を
調
べ
、
整
備
す
る
も
の

で
す
。
建
て
替
え
や
増
改
築
な

問

時
場

内

費

申

問

（月）

（金）

対問

ど
を
行
っ
て
い
る
建
物
で
届
出

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
届
出

書
を
配
付
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
破
損
し
て
い
る

住
居
表
示
プ
レ
ー
ト
や
街
区
表

示
板
の
張
り
替
え
も
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
 

区
民
課
管
理
係

女
性
の
心
の
悩
み
相
談
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ラ
イ
フ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
認
定
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日 

午
前　

時
〜

２２

１０

午
後
６
時 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
・
ウ
ォ
ー
ム
（
荻
窪
４
―　
３２

―
４
） 

夫
婦
、
親
子
な
ど
の

家
族
間
の
問
題
や
子
育
て
、
自

分
自
身
の
悩
み 

一
五
名 

無

料 

・ 

ウ
ォ
ー
ム
・
岡
本
�

５
３
３
５
‐
５
２
４
０
へ
（
先

着
順
・
要
予
約
）

二
酸
化
窒
素
を 

測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

大
気
汚
染
の
原
因
で
あ
る
二

酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２

）
を
、
あ
な

た
の
家
の
ま
わ
り
で
測
定
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
測
定
器
具
を
取

り
付
け
る
だ
け
で
、
分
析
は
杉

並
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
が
行

い
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

測
定
日
＝
６
月
３
日 

・

４
日 
 

三
〇
〇
円
（
測
定
器

具
代
一
〇
〇
円
、
郵
送
料
二
〇

〇
円
） 

切
手
三
〇
〇
円
分
を

同
封
し
、
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

杉
並
大
気
汚
染
測
定
連
絡
会
・

渡
辺
正
子
（
〒　

‐
０
０
０
２

１６６

高
円
寺
北
４
―　

―　

）
へ 

３４

１１

同
会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐
３

０
６
５ 

測
定
を
終
え
た
器
具

は
同
会
へ
返
送
し
て
く
だ
さ

問時

（土）

場

内

定

費

申

問

時

（木）

（金）
費申

問

他

い
。
送
料
は
三
本
ま
で
一
二
〇

円
で
す
。
四
本
以
上
は
郵
便
局

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

パ
ソ
コ
ン
講
師
養
成
コ
ー
ス
受

講
者
募
集

　
 

６
月　

日 

〜
７
月　

日

１６

１５

 

（
月
〜
金
曜
日
・
計
二
二
日

間
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
清
水

分
室
（
清
水
３
―　

―
４
） 

２２

次
の
条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま

る
方
○1
 

全
日
程
に
出
席
で
き
る

○2
 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
○3
 

Ｗ

６０

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
（
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
）
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

操
作
の
経
験
が
あ
り
、
人
に
教

え
た
い
と
い
う
意
欲
が
あ
る
○4
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
、
パ
ソ
コ
ン
講
師
と
し
て

就
業
で
き
る
○5
 

パ
ソ
コ
ン
事
業

運
営
に
携
わ
れ
る 

一
万
円

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
） 

一
〇

名
（
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
書
類
選

考
後
、
二
次
選
考
パ
ソ
コ
ン
技

能
試
験
、
面
接
に
よ
り
決
定
）

▽
二
次
選
考
日
＝
パ
ソ
コ
ン
技

能
試
験
＝
６
月
３
日 

、
面
接

＝
４
日 

（
時
間
は
書
類
選
考

の
結
果
と
共
に
通
知
） 

Ｅ
メ

ー
ル
で
、タ
イ
ト
ル
を「
講
師
養

成
コ
ー
ス
受
講
希
望
」と
し
て
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
の
み
を
記
載
し
、
５

月　

日
（
必
着
）
ま
で
にs

u
g

１８

i-s
im
iz
u
@
s
jc
.n
e
.jp

へ
。

折
り
返
し
書
類
選
考
問
題
を
お

送
り
し
ま
す 

タ
イ
ト
ル
「
講

師
養
成
コ
ー
ス
受
講
問
合
せ
」

と
し
て
、
同
ア
ド
レ
ス
へ
送
信

時

（水）

（木）

場対

費

定
（木）

（金）

申

問

〈区民企画講座〉
会　場企画会議対　象講座名

高円寺北会議室
（高円寺北３‐
２５‐９）

５月２５日～毎月第
２・第４火曜日の
午後７時～９時

楽しいイベントをプロ
デュースしてみたい若
者（３０歳ぐらいまで）

高円寺若
者雑学塾

高井戸地域区民
センター（高井
戸東３‐７‐５）

６月２日～毎月第
１・第３水曜日の
午後７時～９時

おやじと、おやじに興
味のある男女（年代不
問）

高井戸ま
ちのおや
じ講座

井草社会教育会
館（今川４‐１２
‐１０）

５月２７日～毎月第
２・第４木曜日の
午後７時～９時

仲間づくりをしたい方 
・講座・イベントの企画
運営に興味のある方

井草ワイ
ガヤ仲間



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

�������●５ 平成１6（２００4）年�月��日（火曜日）

� 区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ 花の民踊大会（観覧者募集）
　 ５月２３日�午前１０時３０分～午後５時（１０時開場） セシオン杉並（梅里１
‐２２‐３２） 無料 当日、直接会場へ 区民踊連盟・石田�３３３０‐１８４８

 

�インディアカ　○す 教室番号２０１１
　 ６月１７日～８月５日の毎週木曜日、午前１１時～午後１時（計８回） 高円
寺体育館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ４０名（抽選） １６００円 
往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、５月２２日（必着）までに
高円寺体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ 同体育館�３３１２‐０３１３
 託児（３歳～就学前）あり。車およびバイクでの来館はできません
�トレーニングセミナー　～シェイプアップコース～
　運動の効果がなかなか出ない、運動がなかなか続かない方など、ぜひご参加
ください。健康づくりのお手伝いをします。
　 ６月７日・１４日・２１日（月曜日コース）または６月３日・１０日・１７日（木
曜日コース）、いずれも午前１０時～１１時３０分 上井草スポーツセンター・トレ
ーニングルーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方
 各コース５名 １回４００円（入場料） ・ 月曜日・木曜日コースどちらか
指定のうえ、前日までに上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）

 
�プールで魚のつかみ取り
　プールの水位を下げて、金魚やコイを手やアミで捕まえます。捕まえた魚は
持ち帰ることができます。
　 ５月２３日（日）午後１時～３時（雨天決行） 和田堀公園プール（大宮２‐２
‐１０） 無料 当日、直接会場へ （財）杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１
（区代表） ○1 アミ、持ち帰り用のバケツなどを持参してください○2 プール内
は滑りやすく危険なため、素足では入場できません。汚れてもよい服装や靴で
お越しください○3 車での来場はできません�持ち帰った魚は、池や河川に放流
しないでください

時 場
費 申 問

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

時 場
対 定 費 申

問
他

時
場

対

定 費 申 問

その他

時 場
費 申 問
他

競技大会

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などの
サービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、５月１１日午前８
時からハガキの締め切り日の午後１１時までです。
なお、定員を超えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

特
殊
建
築
物
の 

「
定
期
報
告
」
制
度

　

建
築
物
の
中
で
も
、
多
く
の

人
が
利
用
す
る
集
会
場
、
ホ
テ

ル
、
店
舗
、
病
院
、
共
同
住
宅

な
ど
を
特
殊
建
築
物
と
い
い
ま

す
。
特
殊
建
築
物
は
、
構
造
や

避
難
施
設
、
設
備
な
ど
に
不
備

や
欠
陥
が
あ
る
と
、
地
震
や
火

災
が
発
生
し
た
際
に
大
き
な
災

害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
災
害
の
発
生
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
定
め
ら
れ

た
規
模
の
特
殊
建
築
物
を
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
特
定
行
政
庁

（
区
長
）
に
報
告
す
る
こ
と
が

建
築
基
準
法
に
よ
り
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

建
築
物
の
所
有
者
・
管
理
者
の

方
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

建
築
物
を
良
好
に
維
持
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
事

故
の
発
生
や
拡
大
を
未
然
に
防

ぐ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
期
報
告
に
は
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

○1
 

特
殊
建
築
物
等
定
期
調
査
報

告
　

建
築
物
の
敷
地
・
構
造
・
防

火
・
避
難
関
係
な
ど
に
つ
い
て

の
定
期
報
告
で
す
。

　

報
告
を
必
要
と
す
る
特
殊
建

築
物
の
用
途
、
規
模
お
よ
び
報

告
の
時
期
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　

調
査
は
専
門
の
知
識
が
必
要

な
た
め
「
調
査
資
格
者
」
に
依

頼
し
、
そ
の
結
果
は
、
次
の
提

出
先
を
経
由
し
て
区
長
に
報
告

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先
＝ 

東
京
都
防
災
・

建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
�

５
４
６
６
‐
２
０
０
１

○2
 

建
築
設
備
定
期
検
査
報
告

　

建
物
内
の
給
排
水
・
換
気
・

非
常
用
照
明
・
排
煙
の
建
築
設

備
に
つ
い
て
の
定
期
報
告
で

す
。
報
告
が
必
要
な
建
物
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　

報
告
は
用
途
、
規
模
に
関
わ

ら
ず
毎
年
必
要
で
す
。

▽
提
出
先
＝ 

日
本
建
築
設

備
・
昇
降
機
セ
ン
タ
ー
�
３
５

（財）（財）

９
１
‐
２
４
２
１

○3
 

昇
降
機
定
期
検
査
報
告

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
･
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
･
小
荷
物
専
用
昇
降
機

の
定
期
報
告
で
す
。
報
告
は
毎

年
で
、
設
置
さ
れ
て
い
る
建
物

の
用
途
や
規
模
に
関
わ
ら
ず
全

部
が
対
象
で
す
。

▽
提
出
先
＝
東
京
都
昇
降
機
安

全
協
議
会
�
３
４
０
６
‐
５
４

７
１

☆

　
 

○1
 

は
建
築
課
建
築
監
理

係
、
○2
 

○3
 

は
建
築
課
設
備
係 

「
調
査
資
格
者
」
は
一
・
二
級

建
築
士
ま
た
は
国
土
交
通
大
臣

が
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
で

す
問

他

〈定期報告対象特殊建築物〉
報告期間階または規模用　途

１１月１日～翌年の１月
３１日（毎年報告）

２００m
2

 を超えるものまたは
主階が１階にないもので
１００m

2

 を超えるもの
劇場、映画館または演芸場

（一）

特
殊
建
築
物
等

３階以上または２００m
2

 を超
えるもの※１

観覧場（屋外観覧劇場を除く）、公
会堂または集会場

３階以上かつ２０００m
2

 を超
えるもの旅館またはホテル

３階以上かつ３０００m
2

 を超
えるもの

百貨店、マーケットまたは物品販売
業を営む店舗

１５００m
2

 を超えるもの地下街

５月１日～１０月３１日
（３年ごとの報告）

３階以上または３００m
2

 を超
えるもの※２

病院、診療所（患者の収容施設のあ
るものに限る）または児童福祉施設
など

（二）

旅館またはホテル

３階以上または２０００m
2

 を
超えるもの

学校または体育館
博物館、美術館、図書館、ボウリング
場、スキー場、スケート場、水泳場ま
たはスポーツの練習場

５階以上かつ１０００m
2

 を超
えるもの

下宿、共同住宅または寄宿舎と他の
用途（事務所その他これに類するも
のを除く）との複合用途建築物

１７年５月１日～１０月３１
日（３年ごとの報告）

３階以上または５００m
2

 を超
えるもの

百貨店、マーケット、物品販売業を
営む店舗

（三）

地階もしくは３階以上ま
たは５００m

2

 を超えるもの

展示場、キャバレー、カフェ、ナイト
クラブ、バー、舞踏場、遊技場、公衆
浴場、待合、料理店または飲食店

３階以上または５００m
2

 を超
えるもの

複合用途建築物（共同住宅、事務所
その他これに類するものは除く）

３階以上かつ１０００m
2

 を超
えるもの※３事務所その他これに類するもの

１８年５月１日～１０月３１
日（３年ごとの報告）

５階以上かつ１０００m
2

 を超
えるもの下宿、共同住宅または寄宿舎（四）

毎年報告（前年の報告
日の翌日から起算し１
年を経過する日まで）

上記特殊建築物等に設け
るもの

換気設備、排煙設備、非常用の照明
装置、給排水設備建築設備

エレベーター、エスカレーター、小荷物専用昇降機昇降機
（注）１．３階以上の階、５階以上の階、地階もしくは３階以上の階とは、それぞれその用途に供する部分の
床面積の合計が１００m

2

 を超えるものをいいます。２．規模は、その用途に供する部分の床面積の合計をいい
ます（※１＝平家建てで客席および集会室の床面積の合計が４００m

2

 未満の集会場を除く。※２＝平家建て
で床面積の合計が５００m

2

 未満のものを除く。※３＝５階以上の建築物で延床面積が２０００m
2

 を超える建築物
に限る）。３．共同住宅の住戸内は、特殊建築物等定期調査の調査結果を報告する必要はありません。４．
建物規模が１万m

2

 を超える場合は、都知事への報告となります。
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〈私立幼稚園等保護者補助金および就園奨励費補助金（合算）〉
補助金額（月額）対象基準 第３子以降第２子第１子

３万４０００円２万９２００円２万４４００円生活保護受給世帯および区市町村民
税が非課税の世帯

３万３４００円２万７６００円２万１６００円区市町村民税の所得割が非課税の世
帯（年収約２９０万円以下）

３万１３００円２万４６００円１万７９００円区市町村民税の所得割が８８００円以下
の世帯（年収約３６０万円以下）

３万１０００円２万３５００円１万４９００円
区市町村民税の所得割が８８００円を超
え１０万２１００円以下の世帯（年収約６８０
万円以下）

１万１２００円１万１２００円　　９１００円
区市町村民税の所得割が１０万２１００円
を超え１４万円以下の世帯（年収約７３０
万円以下）

　　６７００円　　６７００円　　６７００円
区市町村民税の所得割が１４万円を超
え２８万円以下の世帯（年収約１０００万
円以下）

　　４０００円　　４０００円　　４０００円区市町村民税の所得割が２８万円を超
える世帯（年収約１０００万円超）
※年額を月額（年額を１２で割り、１００円未満を四捨五入）に直しているため、支給
額は若干異なります。

◇
私
立
幼
稚
園
な
ど
の
園
児

の
保
護
者
に
補
助
金
を
支

給

　

補
助
金
を
下
表
の
と
お
り

支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
園
児
の
保
護

者
に
入
園
料
助
成
金
を
次
の

と
お
り
支
給
し
ま
す
。

　
 

金
額
＝
園
児
一
人
一
回

に
限
り
三
万
円
／
な
お
、
満

３
歳
に
達
し
た
園
児
が
翌
年

の
４
月
を
待
た
ず
に
途
中
入

園
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り

ま
す 

幼
稚
園
な
ど
を
通
し

内
申

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
▽
申

請
書
の
配
布
＝
５
月
上
旬

◇
区
立
幼
稚
園
の
入
園
料
・

保
育
料
を
減
免

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
お
よ
び
区
市
町
村
民
税

の
所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
 

幼
稚
園
な
ど
を
通
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
６
月
中
に
幼
稚
園
な
ど
で

配
布
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

申

幼
稚
園
に

幼
稚
園
に

子
ど
も
を
通
わ
せ
る

子
ど
も
を
通
わ
せ
る

保
護
者
の
方
へ

保
護
者
の
方
へ

 

学
務
課
就
学
奨
励
係

問
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１6（２００4）年�月��日（火曜日）

　

講
師
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

た
お
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
 

６
月
７
日 

午
後
２
時
〜

４
時 

い
の
ち
の
電
話
連
盟
常

務
理
事
・
斎
藤
友
紀
雄 

六
〇

名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ

ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同

２５

セ
ン
タ
ー
へ

魚
の
さ
ば
き
方
体
験
教
室

　

身
近
に
あ
る
新
鮮
な
魚
を
さ

ば
き
、
簡
単
な
料
理
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

６
月　

日 

午
後
１
時　

１３

３０

〜
４
時 

矢
向
良
雄 

二
四
名

（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円
（
食

材
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
）
で
、
５
月　

日
３１

（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

へ民
謡
や
演
歌
で
踊
る 

日
本
舞
踊

　

よ
く
耳
に
す
る
民
謡
や
演
歌

な
ど
の
曲
に
あ
わ
せ
て
踊
り
ま

す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
 

６
月
７
･　

･　

･　

日

１４

２１

２８

／
い
ず
れ
も
、
月
曜
日
の
午
後

１
時　

分
〜
３
時　

分
（
計
四

３０

３０

回
） 

坂
東
流
・
坂
東
三
鳩 

二
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往

復
ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
）

で
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２０

に
同
セ
ン
タ
ー
へ

将
棋
入
門
講
座

　

将
棋
を
通
し
て
頭
の
体
操
を

兼
ね
、
明
る
い
仲
間
作
り
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

６
月　

日
、
７
月　

日
・

１９

１０

　

日
、８
月
７
日
／
い
ず
れ
も
、

２４土
曜
日
の
午
後
２
時
〜
４
時　
１５

分 

藤
井
一
郎 

二
〇
名
（
抽

選
） 

一
〇
〇
円
（
教
材
費
）

時

（月）

師

定

費

申

時

（日）

師

定

費
申

時
師

定

費

申

時師

定

費

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

参
照
）
で
、
６
月
５
日
（
必
着
）

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
●
方
南
区
民
集
会
所
ま
つ
り 

作
品
展
示
・
実
技
・ 

実
演
発
表
会

　

集
会
所
に
登
録
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
発
表
会
で
す
。

ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

�
５
月　

日 

＝
実

２２

技
・
実
演
（
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時
）、
作
品
展
示
（
午
後
１
時

〜
３
時
）
�　

日 

＝
実
技
・

２３

実
演
、
作
品
展
示
（
い
ず
れ
も
、

午
前　

時
〜
午
後
３
時
） 

当

１０

日
、
直
接
同
集
会
所
へ

 
セ
シ
オ
ン
杉
並
ま
つ
り

２
０
０
４

　
 

６
月
５
日 

・
６
日 

午

前　

時
〜
午
後
４
時
（
６
日
は

１０
午
後
３
時
ま
で
・
雨
天
決
行
）

 

５
日
＝
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

大
道
芸
、
ゴ
ミ
パ
ッ
ク
ン
、
自

主
グ
ル
ー
プ
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
絵
手
紙
・
て
ん
刻
）、
ク
イ
ッ

ク
マ
ッ
サ
ー
ジ
▽
６
日
＝
日
本

フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
（
弦
楽
四

重
奏
）、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手

話
コ
ー
ラ
ス
、
自
主
グ
ル
ー
プ

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
貝
が
ら
の
根

付
）、
包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り

な
ど
（
受
付
は
正
午
ま
で
・
一

本
三
〇
〇
円
）、
太
鼓
ク
ラ
ブ

申方　
　

南
区
民
集
会
所

時

内

（土）

（日）

申

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（土）

（日）

内

「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」
な
ど
▽
両
日
＝

グ
ル
ー
プ
発
表
、
展
示
、
ダ
ー

ツ
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
障
害
者
団

体
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
相
談
、
各
種
模
擬
店
（
焼

き
そ
ば
・
お
だ
ん
ご
・
パ
ン
・

ジ
ュ
ー
ス
・
野
菜
・
生
花
） 

当
日
、直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ（
発

表
・
展
示
・
出
店
の
申
し
込
み

は
締
め
切
り
ま
し
た
） 

高
円

寺
地
域
集
会
施
設
運
営
協
議
会

�
３
３
１
７
‐
６
６
１
４

 
利
用
者
懇
談
会

　

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
各
種
講
座

や
趣
味
仲
間
の
教
室
に
参
加
し

て
い
る
方
、図
書
室
の
利
用
者
、

「
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
や
「
春
ま

つ
り
」に
出
品
参
加
の
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
定
年
後

の
活
躍
の
場
と
し
て
、
運
営
委

員
応
募
を
考
え
て
い
る
方
も
大

歓
迎
。広
く
意
見
を
述
べ
あ
い
、

親
ぼ
く
を
深
め
る
懇
談
会
で

す
。

　
 

５
月　

日 

午
後
２
時
〜

２９

４
時 

九
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ

ー
へ

申

問

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

（土）

定

費

申

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

●
５
〜
７
月
の
催
し
と
教
室

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
５
〜
７
月
に
開
催
す

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

〈５～７月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

●高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

５月２０日１００円（保
険料含む）

６月１日　
午後６時～８時

トレーニング機器講習会（区民センター共通修了書発行のため・
３cm×２．５cmの写真１枚持参）／畑弘美　　　　（１６歳以上・１０）

５月２６日無料
６月１１・１８・２５日
７月２日

午後２時～４時

外国を知ろう～ギリシャ～オリンピックムードが高まるギリシ
ャ。歴史、美術、遺跡を中心にギリシャに対する知識を深めて
みませんか／勝又俊雄　　　　　　　　　　　　　　　　（４０）

●阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

　　無料５月２２日　
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／ご本・お話だいすき会
（参加自由）

５月２２日無料６月７・１４・２１日
午後１時３０分～３時３０分

初心者のための文章講座～すてきなエッセーを書いてみませ
んか／佐々木欽三     　　　　　　　　　　　　     　　　（３０）

５月２２日１８００円
（材料費）

６月３・１０・１７・２４日
午後１時３０分～３時３０分

写佛（しゃぶつ）教室～蓮華（れんげ）をもった菩薩（ぼさ
つ）様を描いてみましょう／堀光子　　　　　　　　　（３０）

５月３１日１６００円（資
料代など）

６月２１・２８日、７月５・１２日
午後１時３０分～４時３０分

暑中見舞やチラシをパソコンで～Ｗｏｒｄ（ワード）のイラス
ト、画像機能を使って魅力的なチラシやあいさつ状を作りまし
ょう／山中義昭　　　　　　　　　　    　　　 　　　　（１５）

●荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

５月２４日３００円
６月３・１０・１７・２４日、
７月１日

午前１０時～正午

幸せになるためのイタリア語講座（初級編）～基本をおさえて
簡単な歌や楽しいエピソードも交えながら楽しく会話を学びま
しょう／須 木の実　　　　　　　　　　    　　　　　　（４０）

●本天沼区民集会所（申し込みは、荻窪地域区民センターへ）

５月２４日２８００円
（材料費）

６月４・１１・１８日
午前１０時～正午

ヨーロピアンペインティング～バラ模様のウエルカムプレー
トを作ります。初めての方でも楽しく作れます／中村宏世（２０）

●西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

５月２５日無料６月１０日
午後１時３０分～３時３０分

やさしい「携帯電話」の使い方～１人１台の携帯電話を用意し、
操作の基本、メール、マナーなどを２人１組になって実践しな
がら学びます。緊急の時にも役立つ「ケイタイ」にトライ／橋
詰信子　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　（３０）

５月２９日１００円
（資料代）

６月１２・１９・２６日
午後１時３０分～３時３０分

（計３回）

「そろばん」初心者教室～日本の伝統ある計算機「そろばん」。
世界的に効用が認められ、集中力が増すので学力向上にも役立
ちます。チャレンジしてみませんか。申し込み時にそろばんの
有無をご記入ください。小・中・高校生歓迎、親子での参加も
結構です。小学校低学年の方は保護者同伴でご参加ください／
池田絹子　            　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０）

５月３１日１００円程度
（資料代）

６月１８・２５日、
７月２・９・１６・２３日
午後１時３０分～３時３０分

（計６回）

「手話」入門～手話で自己紹介をしてみよう！／松村郷子（３０）

●井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

５月２５日
１００円（資
料代・保
険料）

�６月２日　午前１０時～
正午�６月３日　午前１０
時～正午（計２回）

薬草教室～身近な薬草の作り方・使い方（２回目の会場は都薬
用植物園）／田中孝治　　　　　　　　　　　　　　　　

（２５）

６月５日
１２００円
（材料費・
保険料）

６月１８・２５日、７月２・９日
午前１０時～正午

おいしく食べて健康生活～始めよう！食からの健康生活、調理
実習２回と骨元気・健康元気チェックであなたの若さを測定し
ながら、楽しく健康について考えます（調理実習にはエプロン・
三角きん・ふきんを持参）／西道子ほか　　　　　　　　（２５）

　　無料※
５月２２日・６月１２日
午後１時３０分～
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則として
１人１点、先着順）／安井昌徳ほか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

　　無料５月１３日
午後４時～５時

おはなしいっぱい～絵本やお話や手遊び・わらべうたをいっし
ょに楽しみましょう／四宮おはなしの会　　　　（参加自由）

●高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

５月２６日２１００円（材
料費含む）

６月２３・３０日
午前１０時～正午手作りビーズ教室(ネックレス・イヤリング)／柴 美佳子（２５）

５月２４日１２０円（保
険料含む）

６月６日　
午前１０時～午後１時

６月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用するた
めの事前講習会（写真１枚３cm×２.５cm持参）／宮田秀幸　　
　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（１６歳以上・１０）

　　無料６月３・１０・１７日
午後３時３０分～４時

おはなし広場～絵本の読み聞かせ・手あそび・工作など／杉並
こどもの本の会、ムーミン母親クラブ、バンビぶんこ(参加自由)

●上高井戸区民集会所（申し込みは、高井戸地域区民センターへ）

５月２５日２１００円（材
料費含む）

６月１１・２５日、７月９・２３
日　午後１時～３時だれでも描ける絵手紙教室／増渕美恵子　　　　　　　（２０）

※は、実費がかかる場合があります。

 
大
正
琴
入
門

　

童
謡
、
唱
歌
、
演
歌
、
セ
ミ

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

ど
楽
し
く
弾
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
頭
や
指
先
の
体
操
を
兼
ね

て
、
老
化
防
止
に
も
役
立
ち
、

優
し
く
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

　
 

６
月
２
日
･　

日
、
７
月

１６

７
日
・　

日
／
い
ず
れ
も
、
水

２１

曜
日
の
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
（
計
四
回
） 
 
琴  
伝  
流 
師

き
ん 
で
ん 
り
ゅ
う

３０範
・
高
橋
秀
子 

三
〇
名
（
抽

選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ（
２

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

師
定

費

申

面
記
入
例
参
照
）
で
、
５
月　
２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
へ 

琴
は
貸
し
出
し
ま
す

�
講
演
会 

生
と
死
の
は
ざ
ま
で

　

「
死
に
た
い
と
思
う
こ
と
は

あ
れ
ど
も
死
の
う
と
思
う
こ
と

は
な
し
…
」
と
い
う
吉
井
勇
の

詩
が
あ
り
ま
す
。
だ
れ
で
も
一

度
は
こ
ん
な
気
持
ち
を
抱
い
た

経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

「
死
に
た
い
」
か
ら
「
死
の

う
」ま
た
は「
死
の
う
」か
ら「
生

き
た
い
」
の
間
に
は
ど
ん
な
ド

ラ
マ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

他

四宮区民集会所の
臨時休館

６月３０日（水）～７月２１日（水）

床改修工事のため、臨時休館します。

 地域課井草地域活動係�３３９４‐
０４６２
問
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１6（２００4）年�月��日（火曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１○休 第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２○休 第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１○休 第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７○休 第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２○休 第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３○休 第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２○休 第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５○休 第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５○休 第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０○休 第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０○休 第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１本天沼２－１２－１０○休 第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４桃井４－３－２○休 第２・第４水曜日、１１日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３西荻南３－５－２３○休 第２月曜日

永福和泉地域区民センター�５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８○休 第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８○休 第１・第３水曜日

〈女子美術大学公開講座〉
講師日時講座名（定員）

齊藤　経生午後１時３０
分～（約２
時間）

６月５日（土）日本美術
と雨

Ａ　日本美
術に描かれ
た季節と自
然　（１５０） 鹿島　繭　　１９日（土）日本美術

と星

横山　純子
午後１時～
（約３時間
３０分）

６月２６日（土）
Ｂ　はじめてのシルク
スクリーン　　　（１５）

７月３日（土）

小林　裕児午後１時～
（約２時間）

６月１９日（土）Ｃ　見ることと描くこ
と～だれでも描けるド
ローイングのすすめ　
　　　　　　　　（３０） 　　２６日（土）

※【持参用具】Ｂ講座＝筆記用具、エプロン（汚れてもいい服）、絵
を描くのに参考になる本または写真など（あれば・コピー可）／Ｃ
講座＝スケッチブック（４号程度）または画用紙、鉛筆（２Ｂ）、
色鉛筆またはクレヨン

 
●
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー 

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊

り
ま
し
ょ
う

　

ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、
障
害

者
と
健
常
者
が
一
緒
に
音
楽
に

合
わ
せ
て
踊
る
楽
し
い
ダ
ン
ス

で
す
。
初
め
て
の
方
で
も
簡
単

に
楽
し
く
踊
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

荻 
 
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

　
 

６
月
６
日 

午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分 

峰
岸
孝
子 

３０

四
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ 

上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

経
済
講
演
会
「
税
の
改

革
と
私
た
ち
の
暮
し
」

　

税
の
問
題
は
切
実
で
、
難
し

く
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
税
に

つ
い
て
は
最
高
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
あ
る
、
一
橋
大
学
学
長
の

時

（日）師

定

費

申他

石
弘
光
さ
ん
（
政
府
税
制
調
査

会
会
長
）
を
招
い
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日 

午
後
２
時
〜

２２

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

一

３０

〇
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

時

（土）

定

費

申

女
子
美
術
大
学
公
開
講
座

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

（
区
共
催
） 

女
子
美
術
大
学

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
（
Ｂ
・
Ｃ
講
座
は
高
校
生
以

上
） 

Ａ
・
Ｃ
＝
無
料
、
Ｂ
＝

教
材
費
一
五
〇
〇
円
（
講
座
初

日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）
に
希
望
講
座
名
も
一
つ
書

い
て
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま

２２

で
に
女
子
美
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
係
（
〒

　

‐
８
５
３
８
和
田
１
―　

―

１６６

４９

８
）
へ
（
抽
選
） 

同
大
学
�

時

内

師場

対

費

申

問

５
３
４
０
‐
４
６
４
６
（
代
）

 

締
め
切
り
後
で
も
定
員
に
余

裕
の
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

�
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学

公
開
講
座 

視
点
を
か
え
れ
ば
…

　
 

・ 

・ 

○1
 

５
月　

日
＝

２９

フ
ロ
イ
ド
―
そ
の
理
論
と
生
い

立
ち
（
教
授
・
飯
田
宮
子
）
○2
 

６
月
５
日
＝
都
市
生
活
と
聖
な

る
地
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
・

中
尾
尭
）
○3
 
　

日
＝
変
わ
る
中

１９

国
・
変
わ
ら
な
い
中
国
―
法
治

国
家
へ
の
模
索（
非
常
勤
講
師
・

石
塚
迅
）
○4
 
　

日
＝
異
な
る 
＝ 
イ
コ
ー
ル

２６

同
じ
と
い
う
こ
と
の 
創 
ら
れ
方

つ
く

― 
虹 
の
く
に
・
南
ア
フ
リ
カ
か

に
じ

ら
学
ぶ
こ
と
（
非
常
勤
講
師
・

海
野
る
み
）
／
い
ず
れ
も
、
土

曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
（
区

１０

共
催
） 

東
京
立
正
女
子
短
期

大
学 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

他
時

内

師

場
対

学
の
方 

各
六
〇
名（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）に
希
望
講
座
名（
複

数
受
講
可
）
も
書
い
て
、
５
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
東
京
立

２０正
女
子
短
期
大
学
教
育
研
究
所

公
開
講
座
係
（
〒　

‐
０
０
１

１６６

３
堀
ノ
内
２
―　

―　

）
へ 

４１

１５

同
係
�
３
３
１
３
‐
５
１
０
１

●
学
校
開
放
公
開
講
座 

杉
十
小
「
郷
土
史
文
化

講
座
」

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

 

杉
並
第
十
小
学
校
図
書
室

（
和
田
３
―　

―　

） 

区
内

５５

４９

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

各

六
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料

（
見
学
会
の
費
用
は
自
己
負

担
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
十
小
開
放
管
理
事
務
室
�
３

３
１
１
‐
２
５
２
３
（
平
日
＝

午
後
６
時
〜
８
時
／
土
・
日
曜

＝
午
後
２
時
〜
５
時
）

定

費

申

問

時

内

師

場

対
定

費

申

問

〈杉十小郷土史文化講座〉
講師内容月日

元中学校教諭　　貝瀬　弘子開講式／カラオケを愛した法皇５月２５日
元杏林大学教授　芦原　義守先人の生活の知恵～日本の衣食住６月１日

元中学校長　　　関川　安男【見学会】群馬県碓井峠・富岡製糸場
跡など群馬西部方面の史跡を見学７月７日

近代史研究家　　　和田　昭高円寺の寺町にある王兆銘の墓　　２０日

元中学校長　　　関川　安男明治天皇と昭和天皇～昭和時代を
見直して９月７日

元小学校長　　　神田　辰巳言葉と子ども～子どもをとりまく
言葉の世界　　１４日

元都立高校教諭　上島　光正【見学会】芥川龍之介の足跡の探訪１０月６日

元北京外国語大学日本語学部
講師　　　　　　須田　坦男

中国の都市における人々のくらし
～北京市を中心にして　　１９日

三浦半島ウオッチャー
　　　　　　　　秋元　恭夫

【見学会】三浦半島を訪ねて～あま
り知られていない「裏スポット」
を中心に

　　２７日

杉並郷土史会会長　原田　弘閉講式／江戸時代後期の罪と罰１１月９日
（注）１．開講時間は、いずれも火曜日の午後７時～８時３０分（見学会は水曜日）。
２．見学会の詳細については受講期間中に説明します。

▲石　弘光

窪
↓
荻
窪
会
議
室
↓
宮
前
公

園
↓
大
宮
前
公
園
↓
Ｊ
Ｒ
西

荻
窪
駅
↓
西
荻
北
中
央
公
園

↓
善
福
寺
公
園
↓
桃
井
第
四

小
学
校 

大
人
五
〇
〇
円
、

小
学
生
一
〇
〇
円 

当
日
、

直
接
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

へ 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

内
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー

ク
２
０
０
４
実
行
委
員
会
�

５
３
０
６
‐
３
９
３
９
�
５

３
０
６
‐
６
５
９
７ 

参
加

費
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

支
援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
資

金
に
な
り
ま
す

費

申

問

他

　４月１９日（月）、コミュニティバスの「すぎ丸」
が、利用者２００万人を突破し、浜田山駅前で記
念式典が催されました。２００万人目の利用者と
なったのは、成田西にお住まいの藤原さとさ
ん。突然のことに驚かれながらも、すぎ丸に
ついて「週２～３回利用しており、感謝して
います」と話していました。藤原さんには区
と京王バス東（株）から花束と記念品を贈呈しま
した。

「すぎ丸」利用者２００万人達成！

�
感
謝
を
こ
め
て
花
束
を
贈
呈

　

あ
な
た
の
参
加
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
資

金
作
り
に
役
立
ち
ま
す
。

　

今
回
は
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
（
荻
窪
５
―　

―　

）
か

１５

１３

ら
桃
井
第
四
小
学
校
（
善
福

寺
３
―
３
―
５
）
ま
で
の
コ

ー
ス
で
す
。
コ
ー
ス
途
中
や

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
ゲ
ー
ム
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、模
擬
店
、

抽
選
会
な
ど
楽
し
い
催
し
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ど
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

　
 

５
月　

日 

午
前　

時

２９

１０

〜　

時　

分
受
付
（
受
付
後

１１

３０

随
時
ス
タ
ー
ト
・
雨
天
決
行
）

 

コ
ー
ス
（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
）
＝
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

時

（土）

内
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▼
選
挙
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す
▲

郵
便
に
よ
る 

不
在
者
投
票
制
度

○１
 

利
用
で
き
る
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保

険
者
証
の
い
ず
れ
か
を
お
持

ち
の
方
の
う
ち
、
表
１
に
該

当
し
、
か
つ
自
筆
で
文
字
を

書
く
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

郵
便
を
利
用
し
て
自
宅
な
ど

で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
区
の
選

挙
管
理
委
員
会
へ
申
し
出
て

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○２
 

代
理
記
載
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
し
た

　

表
１
と
表
２
両
方
に
該
当

す
る
方
は
、
郵
便
を
利
用
し

て
自
宅
な
ど
で
投
票
を
行
う

場
合
に
、
代
理
記
載
人
に
投

票
の
記
載
を
行
わ
せ
て
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
区
の
選

挙
管
理
委
員
会
へ
申
し
出
て

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
、
代
理
記
載
人

を
届
け
出
て
お
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈期日前投票所〉
所在地場　所

阿佐谷南１‐１５‐１杉並区役所
阿佐谷南１‐４７‐１７阿佐谷地域区民センター
下井草５‐７‐２２井草地域区民センター
和泉３‐８‐１８永福和泉地域区民センター
荻窪２‐３４‐２０荻窪地域区民センター

梅里１‐２２‐３２高円寺地域区民センター
（セシオン杉並）

高井戸東３‐７‐５高井戸地域区民センター
桃井４‐３‐２西荻地域区民センター
西荻南３‐５‐２３西荻南区民集会所
本天沼２‐１２‐１０本天沼区民集会所
和泉４‐４２‐５方南和泉会議室（方南会館）
久我山３‐２３‐２０久我山会館
浜田山１‐３６‐３浜田山会館

◎従来不在者投票場所として開設していた区民
事務所や旧出張所会議室などでは、受け付け
を行いませんのでご注意ください。（ただし区
役所・方南会館・浜田山会館は従来どおり）
※久我山会館はエレベーター設備がありません。

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、新
た
に
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。

　

こ
の
計
画
は
、
基
本
目
標
に

「
男
女
が
世
代
や
性
別
を
超

え
、
互
い
に
理
解
を
深
め
、
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
杉
並
」
を

掲
げ
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
の
区
の
基
本
的
な
考

え
方
を
示
す
と
と
も
に
、
施
策

な
ど
を
具
体
的
に
体
系
化
し
た

も
の
で
す
。

　

計
画
期
間
は　

年
度
〜　

年

１６

２０

度
の
五
年
間
で
す
。

　

今
回
は
、
計
画
の
概
要
と
区

民
意
見
提
出
手
続
で
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
の
一
部
と
区
の
考
え

方
を
紹
介
し
ま
す
。

計
画
の
概
要

◇
基
本
理
念

・
男
女
が
対
等
な
ひ
と
り
の
人

間
と
し
て
認
め
合
う
社
会
づ

く
り

・
男
女
が
等
し
く
能
力
を
発
揮

す
る
た
め
の
機
会
の
確
保
お

よ
び
仕
組
み
づ
く
り

・
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
主

体
的
に
参
画
す
る
社
会
づ
く

り
◇
目
標
、
課
題
な
ど

　

四
つ
の
目
標
（
人
権
・
両
立
・

参
画
・
推
進
）
の
下
、
一
四
課

題
（
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
、

女
性
も
男
性
も
と
も
に
働
き
続

け
る
た
め
の
環
境
整
備
、政
策
・

方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同

参
画
の
推
進
、
区
の
推
進
体
制

の
機
能
強
化
な
ど
）、
四
一
施

策
、
一
〇
六
事
業
項
目
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

◇
数
値
目
標
の
設
定

　

計
画
の
成
否
を
よ
り
客
観
的

に
把
握
す
る
た
め
、
一
三
項
目

の
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
し

た
。

区
民
意
見
提
出
手
続
の

主
な
内
容

　

計
画
の
改
定
に
あ
た
り
、
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
一
三
件
で
し
た
。
主
な
概
要

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
紹
介
で
き
な
か
っ
た

ご
意
見
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
男
女

共
同
参
画
推
進
担
当
課
（
区
役

所
中
棟
二
階
）、男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
５６

３
）、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西

棟
二
階
）、
図
書
館
、
区
民
事
務

所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
福

祉
事
務
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
行
動
計
画
（
冊
子
）

は
、
６
月
中
旬
か
ら
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ

か
、
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当

課
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

〈寄せられたご意見と計画への反映状況〉
計画への反映状況概　要分　類

専業主婦を否定する意図はありませ
ん。従来の性別役割分担意識が個人
の生き方の自由な選択を抑制しない
ように、と課題でも「差別や偏見に
つながるものを解消していくように
努め」るとしています。

課題の「『男は仕事、女は家庭』といっ
たこれまでの日常生活の中の慣行や固
定観念を見直し」という表現で、専業
主婦がよくないとの印象を与えないよ
うにしてほしい。

性別役割分担の
解消

学校教育で、男女平等教育を推進し
ていきます。

・男女共同参画社会は、義務教育の時
代から基礎を固める必要がある。

・子どもたちの健全育成のために、か
たよった思想教育は避けるべきであ
る。

男女平等を推進
する教育

男性の「より豊かな」ライフスタイ
ルへ転換する、という趣旨を追記し
てわかりやすく表現します。

過去の男性の行動がすべて悪い、とい
う見方はおかしいのではないか。

職業と家庭・地
域生活との両立
支援

事業者や区民への、育児休業取得の
趣旨や意識啓発に努めていきます。

育児休暇を取ると、会社での評価が下
がってしまうという現実がある。

働く権利の保障
と労働への参画

政策決定などの分野で男女の比率
は、女性が少ない状況にあり、男女
の意見が対等に反映されるように参
画を進めるものです。

基本理念に「重要な方針決定の場に参
画」「積極的に女性の登用」とあるが、
優秀な人は男女を問わずに登用すべき
で、男女を対立的にとらえるべきでは
ない。

政策・方針決定
過程への男女共
同参画の推進

・職員の採用、昇進に当たっては、
男女平等と能力主義を徹底してい
ます。
・職員の意識の啓発と推進体制の強
化も含まれています。
・各事業ごとに推進状況をまとめ、
公表します。

・政策決定部署への女性管理職の登用
について、３割を目標に掲げてほし
い。

・行動計画に対する職員の意識の徹底
化と推進体制の強化を行ってほしい。

・行動計画の実施状況を公表してほし
い。

区の推進体制の
機能強化

区
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
施
策
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
杉
並
区
行
動
計
画
」

を
改
定
し
ま
し
た
。
―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
課
へ
。

　

こ
の
制
度
は
、
選
挙
人
が
投

票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
従
来
の
不
在
者
投
票
を
改

め
、
投
票
日
当
日
同
様
、
投
票

用
紙
を
投
票
箱
に
投
か
ん
し
投

票
を
行
う
制
度
で
す
。（
上
図
）

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行

き
投
票
で
き
な
い
方
で
、
一
定

の
事
由
（
仕
事
・
旅
行
・
病
気

な
ど
）
に
該
当
す
る
と
見
込
ま

れ
る
方
は
、
投
票
日
前
日
ま
で

の
一
定
期
間
に
、
請
求
書
（
宣

誓
書
）
を
区
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
提
出
し
、
投
票
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
期
日
前
投
票

所
を
設
置
し
ま
す
。（
左
表
）

　

投
票
期
間
は
施
設
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
選
挙
の
日
程
が
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈郵便による不在者投票制度〉
（表１）
身体障害者手帳または戦傷病者手帳

該当する障害の等級
（項症）

該当する障害の
部位

１・２級の方（特別項症
～第２項症）

○１ 両下肢・体幹・
移動機能

１・３級の方（特別項
症～第３項症）

○２ 心臓・じん臓・
呼吸器・ぼうこ
う・直腸・小腸

１～３級の方○３ 免疫機能
介護保険の被保険者証

要介護状態区分＝要介護５の方
（表２）
身体障害者手帳または戦傷病者手帳

該当する障害の等級
（項症）

該当する障害の
部位

１級の方（特別項症～
第２項症）上肢・視覚障害

期日前投票制度 期  日  前 投票制度
き じ つ  ぜ ん

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
もももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
きききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
きききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととと

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉
並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

　
  
暮
ら
せ
る
杉
並
を
め
ざ
し
て

「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
杉
並
区
行
動
計
画
」を
改
定
し
ま
し
た


